
 

 

 

 

 

 

 

 「松が丘未来会議 2023」で企業の方、地域の方、卒業生の先輩、保護者の方、大学生の先生か

ら、いろいろなご意見を頂いた後、子どもたちは自分たちが考えたプロジェクトの見直しをおこ

ない、「松が丘プロジェクト」の目的も“「共助可能・安心安全・自然豊富」なまちづくり”と

再設定し、まちづくりのテーマにそって次の 4つのプロジェクトに見直しがおこなわれたようで

す。 

   【自然豊かなまち】       ➡ ①ふれあいガーデン交流プロジェクト 

   【本を中核としたまち】     ➡ ②ブックスポットで読み聞かせプロジェクト 

   【交流あふれるまち】      ➡ ③パフォーマンスプロジェクト 

   【身体を動かす交流のあるまち】 ➡ ④ラジオ体操一緒にプロジェクト 

 

 この 4つのプロジェクトが 12月 1日（金）の 14:00から第 4回松が丘プロジェクトとして開か

れます。この 4つのプロジェクトで活動がイメージしやすいものやイメージしにくいものがあり

ますが、子どもたちがこれまでのプロジェクトの経験を活かしてどのような場をつくり上げてく

るか楽しみです。そして子どもたちは、これらのプロジェクトを、「松が丘未来会議 2023」でま

ちづくり協議会の会長さんが話されていたコロナ前に地域の交流の場として開いていた「ほっこ

りカフェ」の復活として位置づけてプロジェクトを考えています。そんな子どもたちの想いも地

域に伝わっていけばいいなと思います。 

この 6年生が卒業までにどんな活動を積み上げていくのか楽しみです。そうした 6年生の姿を

下級生はモデルとして見ています。それだけに、たくさんの地域の方や保護者のみなさんに参加

していただき、一緒に活動を楽しんでいただけるといいなと思っています。 

 また、「松が丘未来会議 2023」で卒業生の先輩からの「児童会とコラボしながら、何か活動を

していきたい」という提案を受け、卒業生と児童会の間で対話がおこなわれました。その対話の

中で、まず手始めに「〇〇〇」をやろうと決まりました。「〇〇〇」については、まだ内緒なの

でご紹介できませんが、面白いことが始まりそうです。 

そしてこの卒業生のつながりの名称が決まりました。「チーム 

まつぼっくり」です。「チーム まつぼっくり」という名称は、数

年前、ボランティアとして学校だけでなく、地域づくりにも関わっ

ていた松が丘小の卒業生の大学生が、卒業生のネットワークをつく

ろうとした時に考えた名称です。 
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「松が丘未来会議 2023」のその後 

「チーム まつぼっくり」が立ち上がりました 



今回卒業生のつながりを立ち上げるにあたって、この名称を提案したところ、快く使ってもら

えることになりました。止まったままでいたネットワークづくりの想いがつながりました。立ち

上がった「チーム まつぼっくり」が育ち、根付いていったらいいな、そしてこうしたつながり

が、地域づくりや社会づくりにつながっていけばいいなと勝手に妄想してしまいました。                                  

研究発表会のシーズンになりました。コロナも明け、久しぶりに研究会に参加という方も多い

のではと思います。そうした中で研究会参加した学校教育課指導係の安藤指導主事より、研究会

に参加しての感想が届きましたの紹介させていただきます。 

授業を参観するにあたって、研究テーマを理解するために、中央教育審議会答申「令和の日本

型教育」（２０２１）を読み返されました。そして「令和の日本型教育」に示されている、これ

からの時代に必要な資質・能力にアプローチする研究として研究の方向性をとらえて研究会に参

加されたようです。こうした予習が大切だと改めて感じました。そして、５年生の授業を参観す

るにあたり、目の前の授業に焦点をしぼるのではなく、これからの時代に必要な資質・能力への

アプローチとして、読解力や表現力をベースに、クラスの中で“納得解”を生み出されるかとい

う視点から授業を参観されたようです。研究会に参加するにあたって、これからの時代に必要と

される資質・能力が育つ仕組を授業を通して俯瞰的にとらえていく視点が必要なのではと感想を

読みながら感じました。そうした俯瞰的な視点で見ることで、カリキュラムデザインやカリキュ

ラムマネジメントに目が向いていくようになるのではと思いました。     

（文責）北本） 

研究会参加報告 

「中・西播磨地区小学校社会科教育研究大会【赤穂市立城西小学校】（2023/11/2）」編 

研究テーマ：みんなで分かる みんなで決める ～『納得解』を追求する社会科学習～ 

 

 ※マイナンバーカードの活用の授業から（授業の流れ） 

   ・所持率は高いが、活用する場面が少ないマイナンバーカード 

   ・活用・利用されるにはどうすれば？ 

   ・「公」と「私」の立場になって自分の考えを述べる 

   ・正解はないが、子どもたちが主体的に学習 

   ・チャット GPTも利用→多面的な考えにふれる 

 

この研究会は、学校全体でこれから答えのない社会の中で生きていく子ども達にとってどの

ような力が必要かを考え、研究を進め、授業づくりに取り組んでいると感じた。 

私が参観した５年生の授業でも、所持率は高くても利用率の低いマイナンバーカードが利

用・活用されるようにするためにはどうすればよいか、単元を通して考えていた。 

答えはないが、「個人」と「公」のバランスを考えながら、子どもたちは一生懸命に考えて

いた。 

今後、このように、答えのない社会に直面していく中で、子どもたちにどのような力をつけ

させていくかを考え、“考える”場面だけでなく、“考えたこと”を実践していく場など、単

元デザインからカリキュラムデザインに目を向けていく必要がある。 （文責：安藤） 


